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株式会社 明治 関連会社 CP-MEIJI における

５ヵ年計画策定とそれに基づく生産体制整備の実施決定に関するお知らせ

当社は、昨年９月に発表したグループ全体の経営指針「明治グループ２０２０ビジョン」におけ

る海外食品事業強化の方針に則り、事業子会社である株式会社 明治の関連会社で、タイ国にて

牛乳・ヨーグルトなどを生産、販売しているＣＰ-ＭＥＩＪＩが、事業規模の倍増を企図した５ヵ

年計画（２０１１年～２０１５年）の策定とそれに基づく生産体制整備の実施を決定したことを

お知らせ致します。

記

１． ＣＰ-ＭＥＩＪＩに関して

同社は、１９８９年、当社の事業子会社である株式会社 明治(当時、明治乳業)が、タイ国有数

の企業グループＣＰグループとの共同出資により、同国で牛乳・ヨーグルトなどの生産、販売を

行う会社として設立されました。

以来、明治乳業（当時）の技術を注ぎ込んだ製造ラインと品質管理体制をもって、安全でおいしい

チルド牛乳やヨーグルトなどを生産、販売し、着実に市場に浸透していきました。

現在、ＣＰ-ＭＥＩＪＩはタイ国チルド牛乳市場の約５割のシェアを占めるトップブランドとな

り、また輸出先であるシンガポールの牛乳・ヨーグルト市場においてもトップブランドとなって

おります。

２． ５ヵ年計画の目的と概要

●ＣＰ-ＭＥＩＪＩ５ヵ年計画 売上目標

【 ２０１０年（現在） 】 【 ２０１５年 】

９７億円 ⇒ ２００億円

※１バーツ＝２．７円換算

今般、当社グループの海外食品事業強化の方針を背景とし、牛乳・ヨーグルト市場の成長性が高く、

健康や食の新鮮さ、おいしさなどへの意識が高まっているタイ国において、牛乳・ヨーグルトを生産、

販売しているＣＰ-ＭＥＩＪＩが事業規模の倍増（現在のほぼ２倍の２００億円）を企図し、積極

的な販売活動の展開とそれに対応する生産体制の整備を実施致します。具体的には、既存の工場

設備の改善、老朽化対応に加え、同工場の敷地に新しい製造棟を建設し、チルド牛乳や乳酸菌飲

料、ヨーグルトなどの品質の一層の向上を図るとともに大幅な増産体制を構築します。

とりわけ、ヨーグルトに関しては、国内で培った技術やノウハウを生かし、健康価値や爽やか

なおいしさを訴求した商品などを展開します。こうした取り組みを通じ、明治ブランドの価値を

高め、新しい市場の創造に努めていくとともに、当該事業を東南アジアにおける食品事業の柱と

して育成して参ります。



３． 投資概要

●投資規模 ２０１１年から２０１５年の５年間で約５０億円（※１）

（※１） 投資資金はＣＰ-ＭＥＩＪＩの自己資金及び自己調達

●投資内容 ①既存の工場敷地に新製造棟（※２）及び付帯設備を増設

（※２） ・延べ床面積は、現製造棟とほほ同規模（約１万㎡）

・ヨーグルト、乳酸菌飲料などの製造

・新製造棟の建設着工は２０１１年の夏頃、製造は２０１３年の春頃

からを予定

②現製造棟及び生産設備の改善、老朽化対応投資

①、②の投資（５ヵ年計画）完了後は、年間生産量を約２０万ｋｌと想定

（現在の約２倍）

以上


